広瀬 悦子 (ピアノ)　プロフィール　2023年5月現在
●140字程度
1999年マルタ・アルゲリッチ国際コンクール優勝。同年、パリ国立高等音楽院を首席で卒業。情熱的でスケールの大きな音楽作り、美しい音色、幅広いレパートリーが高い評価を集め、世界各国で演奏活動を行っている。CDも多数リリースし最新盤は『ビアラン＆フランク：チェロ・ソナタ』。
●270字程度
ヴィオッティ、ミュンヘン両国際コンクール入賞後、1999年マルタ・アルゲリッチ国際コンクール優勝。同年パリ国立高等音楽院を審査員全員一致の首席で卒業し、併せてダニエル・マーニュ賞受賞。世界各国でリサイタルや音楽祭に出演し、デュトワ指揮N響、バイエルン放送響ほか国内外のオーケストラとも共演。CDも多数リリースし『レコード芸術』誌で度々特選盤に選出されるなど高評を得ている。知られざる名曲に光を当てることにも注力し、幅広いレパートリー、情熱的でスケールの大きな音楽作りと美しい音色が高い評価を集め、世界に次々と活躍の場を広げるピアニストである。

●350字程度

ヴィオッティ、ミュンヘン両国際コンクール入賞後、1999年マルタ・アルゲリッチ国際コンクール優勝。同年パリ国立高等音楽院を審査員全員一致の首席で卒業し、併せてダニエル・マーニュ賞受賞。世界各国でリサイタルや音楽祭に出演し、デュトワ指揮N響、バイエルン放送響ほか国内外のオーケストラと多数共演。CDも多数リリースし、近年では『モシュコフスキー：ピアノ作品集』『ベートーヴェン(カルクブレンナー編)：交響曲第9番「合唱」』『ヴラディゲロフ作品集』『情熱～クララ・シューマン、ブラームス、ヨアヒム』『ビアラン＆フランク：チェロ・ソナタ』をリリース。情熱的でスケールの大きな音楽作り、美しい音色、幅広いレパートリーが高い評価を集め、世界に次々と活躍の場を広げるピアニストである。

●400字程度

3歳より才能教育研究会にてピアノを始め、弱冠6歳でモーツァルトのピアノ協奏曲第26番「戴冠式」を演奏。1992年モスクワ青少年ショパン国際ピアノコンクール優勝。ヴィオッティ、ミュンヘン両国際コンクール入賞後、1999年マルタ・アルゲリッチ国際コンクール優勝。同年パリ国立高等音楽院を審査員全員一致の首席で卒業し、併せてダニエル・マーニュ賞受賞。世界各国でリサイタルや音楽祭に出演し、デュトワ指揮N響、バイエルン放送響ほか国内外のオーケストラと多数共演。CDも多数リリースし、近年では『モシュコフスキー：ピアノ作品集』『ベートーヴェン(カルクブレンナー編)：交響曲第9番「合唱」』『ヴラディゲロフ作品集』『情熱～クララ・シューマン、ブラームス、ヨアヒム』『ビアラン＆フランク：チェロ・ソナタ』をリリース。情熱的でスケールの大きな音楽作り、美しい音色、幅広いレパートリーが高い評価を集め、世界に次々と活躍の場を広げるピアニストである。

●650字程度

ヴィオッティ国際コンクールとミュンヘン国際コンクールに入賞後、1999年マルタ・アルゲリッチ国際コンクールで優勝。1999年パリ国立高等音楽院を審査員全員一致の首席で卒業し、併せてダニエル・マーニュ賞を受賞。世界各地で精力的に演奏活動を続け、数多くの音楽祭にも参加している。2001年デュトワ指揮NHK交響楽団と共演。バイエルン放送響、モスクワ・フィル、アルゼンチン国立管、RAI国立響(トリノ)、ワルシャワ国立フィル、シンフォニア・ヴァルソヴィア、ウラル・フィル、アンサンブル金沢、読売日響、東京フィル、新日本フィルほか国内外のオーケストラと数多く共演している。日本コロムビア、MIRARE、Piano21、DanacordなどのレーベルからCDを多数リリースしている。2016年にはシプリアン・カツァリス氏と4手・2台ピアノのための『ロシア・バレエ音楽トランスクリプション集』をリリースし、合わせて日本ツアーを行い各地で好評を博した。近年では『モシュコフスキー：ピアノ作品集』、『ベートーヴェン(カルクブレンナー編)：交響曲第9番「合唱」』、『ヴラディゲロフ作品集』、ピエール・レネール氏とのデュオで『情熱～クララ・シューマン、ブラームス、ヨアヒム』、ギヨーム・マルティニェ氏とのデュオで『ビアラン＆フランク：チェロ・ソナタ』をリリース。情熱的でスケールの大きな音楽作り、美しい音色、幅広いレパートリーが高い評価を集め、世界に次々と活躍の場を広げるピアニストである。

●1400字程度

3歳より才能教育研究会にてピアノを始め、弱冠6歳でモーツァルトのピアノ協奏曲第26番「戴冠式」を演奏。1992年モスクワ青少年ショパン国際ピアノコンクール優勝、99年パリ国立高等音楽院を審査員全員一致の首席で卒業し、併せてダニエル・マーニュ賞受賞。

ヴィオッティ、ミュンヘン両国際コンクール入賞後、99年マルタ・アルゲリッチ国際コンクールで優勝。その後、パリ・ショパン・フェスティヴァル、ラ・ロック・ダンテロン音楽祭、ラ・フォル・ジュルネ（ナント、日本、ワルシャワ、ビルバオ、エカテリンブルグ）、ベルリオーズ音楽祭、オランピア劇場でのラジオ・クラシック・フェスティバル、ノーアン音楽祭、ブリュッセル・ピアノ・フェスティバル、フーズム城音楽祭、サントロペの春・音楽祭、アルゲリッチ音楽祭（別府、台北、ペスカーラ）、東京・春・音楽祭、ドゥシニキ音楽祭などに出演し、世界各地で精力的に演奏活動を続ける。

2001年シャルル・デュトワ指揮 NHK交響楽団で、日本におけるオーケストラ・デビューを果たす。その他、これまでにバイエルン放送響、モスクワ・フィル、アルゼンチン国立管、RAI国立響(トリノ)、ワルシャワ国立フィル、シンフォニア・ヴァルソヴィア、ウラル・フィル、アンサンブル金沢、読売日響、東京フィル、新日本フィルほか国内外のオーケストラと多数共演。

2003年6月にはオルフェウス室内管弦楽団日本ツアーにソリストとして参加。07年4月、ワシントンD.C.のケネディセンターにてリサイタルを行い全米デビュー、その模様が世界中にインターネット中継される。2015年A.デュメイ指揮 関西フィルのヨーロッパ・ツアーにソリストとして同行、ヴュルツブルク・モーツァルト音楽祭にて細川俊夫「月夜の蓮」を演奏し、地元紙から絶賛された。2016年にはシプリアン・カツァリス氏と4手・2台ピアノのための『ロシア・バレエ音楽トランスクリプション集』CDをリリースし、合わせて日本ツアーを行い各地で好評を博した。

2004年日本コロムビアからデビューCD『シャコンヌ』をリリースし、「見事な技巧と叙情的歌い回し。期待の新星ピアニスト」（「レコード芸術」）と絶賛される。続いて『ラ・ヴァルス』『ファンタジー』『Le Vent』をリリース。2010年フランスのレーベルMIRAREから初の日本人アーティストのCDとして『Chopin : Ballades & Nocturnes』が世界的に発売される。続いてオーケストラ・ドゥ・ポーとの協奏曲『シューマン＆リスト』を、ソロで『バラキレフ／ピアノ作品集』『リャプノフ：12の超絶技巧練習曲』をリリース。MIRAREからのソロ３作品は、「レコード芸術」で特選盤に選ばれた。2020年に『モシュコフスキー：ピアノ作品集』、『ベートーヴェン（カルクブレンナー編）：交響曲第9番「合唱」』、2021年に『ヴラディゲロフ作品集』をリリースし、いずれも「レコード芸術」特選盤選出。2022年、ピエール・レネール氏とのデュオで『情熱～クララ・シューマン、ブラームス、ヨアヒム』を、2023年ギヨーム・マルティニェ氏とのデュオで『ビアラン＆フランク：チェロ・ソナタ』をリリース。

ピアノを星洋子、中島和彦、中沖玲子、G・ムニエ、B・リグット、M.F.ビュッケ、J.シャミネ、A.ブレンデルの各氏に、室内楽をC・イヴァルディ氏に師事。

スケールの大きな音楽作り、美しい音色、幅広いレパートリーが高い評価を集め、世界に次々と活躍の場を広げるピアニストである。
Etsuko Hirose , Piano   　　 Biography as of May 2023
Etsuko Hirose is a laureate of many international competitions including the Frederic Chopin Competition for young pianists (Moscow), Viotti Competition (Italy) and the ARD Competition in Munich. Etsuko won first prize in the Martha Argerich Competition in 1999.

1999, Etsuko graduated the Conservatoire National Supérieur de Musique et de Danse de Paris as the top student. Etsuko has performed in many countries and also been invited to appear at many festivals.

Etsuko has performed with many orchestras including Bavarian Radio Symphony Orchestra, Moscow Philharmonic Orchestra, Orquesta Sinfónica Nacional de Argentina, Orchestra Nazionale della RAI(Torino), Sinfonia Varsovia , Ural Philharmonic Orchestra, NHK Symphony Orchestra, Orchestra Ensemble Kanazawa, Yomiuri Nippon Symphony Orchestra, Tokyo Philharmonic Orchestra, New Japan Philharmonic etc.  

She has recorded CDs at Denon, Mirare, Piano21, Danacord etc. 2016, Etsuko and Cyprien Katsaris recorded CD “Russian Ballet Transcriptions for four hands and two pianos” and did a concert tour in Japan. In recent years, “Moszkowski - Piano Works”, “Beethoven Symphony No.9 / Kalkbrenner Transcriptions for soloists, choir and piano”, “Vladigerov: Impressions”, “Passion” and “Biarent & Franck: Cello Sonata” have been released. 

